
令和元年9月2日
中学校保護者の皆様へ

白山市立白嶺中学校　
校 長 　水野　泰夫　

前期学校評価アンケートの結果について

生徒アンケート

1 学校へ行くのが楽しい。

2 「学びの約束」を守るよう心がけている。

3 授業がわかりやすい。

4
授業の中で、深まった考えをまとめとして
書いている。

5 予習をして授業に臨んでいる。

6
授業で学習したことを家庭で復習してい
る。

7
家庭学習課題に毎日取り組み、期限を
守って提出している。

8 場に応じたあいさつをしている。

9
友達に対して思いやりの心で行動してい
る。

10 自分には、よいところがあると思う。

11 将来の夢や目標を持っている。

12
自分の健康に関心を持ち、規則正しい生
活を身につけている。

13
先生は、学習や生活面で努力したことを
認めてくれる。

14
先生は、困っていることについて相談す
ると対応してくれる。

15
みんなで協力して何かをやり遂げ、うれし
かったことがある。

16
家の人と学校での出来事について話を
する。

　設問5,6以外は，概ね良好な結果が出ました。設問5,6では，家庭での予習と復習の状況を
調査しました。予習に関しては，約半数の生徒が行っていないことが分かりました。自分で興
味を持って学習していくことが予習につながると思います。各教科の授業で興味がわくような
話や意欲的に努力する働きかけをしていきます。また，授業で習ったことをその日のうちに振り
返ることは，学習の定着において重要です。宿題以上の学習を推奨します。
　設問10「自分には良いところがある」では，約８％の生徒がＤ「当てはまらない」を選択しまし
た。中学校では，授業だけでなく部活動や生徒会活動など，自分のよさを見つける多くのチャ
ンスがあります。いろいろな機会を生かして自己肯定感を高めていってほしいと思います。

　初秋の候，皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より本校の教育活動に多大なる
ご理解ご協力をいただき，誠にありがとうございます。
　さて，７月に実施しました学校評価アンケートの集計が完了しましたので，お知らせいたします。アン
ケート結果から，反省が必要な分野も確認することができました。今後この結果を踏まえ，教職員一同
改善に努めていきたいと考えております。
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保護者アンケート

1 お子さんは、楽しく学校へ行っている。

2
お子さんは、授業がわかりやすいと感じ
ている。

3
お子さんは、家庭学習の習慣が身につ
いている（場所や時間を決めている）。

4
お子さんは、家族や友だちにすすんで挨
拶をしている。

5
お子さんは、友達に対して思いやりの心
で接している。

6
お子さんは、起床・就寝など規則正しい
生活をし，毎日朝食をとっている。

7
学校の様子が、懇談やおたよりなどでわ
かる。

8
家庭では、お子さんとのコミュニケーショ
ンの時間が持てている。

9
学校は、いじめや暴力のない安心・安全
な学校づくりに取り組んでいる。

10
学校は、お子さんのことについて、いつで
も相談に応じてくれる。

11
学校に足を運び、育友会活動に積極的
に参加している。

教職員アンケート結果

1
わかりやすい授業になるよう工夫してい
る。

2
授業の中で，深まった考えをまとめとして
書かせている。

3
気持ちの良い挨拶ができるよう、指導に
取り組んでいる。

4
道徳の授業を要とした道徳教育の推進で、生
徒に思いやりの心が育ってきている。

5
生徒は自己の健康に関心をもち、規則正
しい生活を身につけている。

6
白嶺プランに基づいて学年ごとにつけた
い力を意識した指導を行っている。

7
『学校いじめ防止基本方針』に基づいて、いじ
めの防止と早期解消に努めている。

8
働き方改革を進め，労働時間や内容を改
善している。

9
働き方改革を進めた結果，実際に労働時
間や内容が適正になっている。

　設問２「深まった考えをまとめとして書く」では，生徒の学力向上を目指して，授業で共通した
取組として実施しています。これから更に意識して実行していくと，成果が出てくると思われま
す。
　設問３「挨拶指導」での教職員の意識は高く表れています。生徒会の挨拶運動と合わせて，
更に学校を盛り上げていきます。
　設問8,9では，働き方改革を進めて，労働時間や内容を改善しようとしていますが，実際には
実現できていません。抜本的な改革を行っていく必要があります。

　設問１「楽しく学校に行っている」では，半数以上がＡ「当てはまる」であることは良好です。し
かし，ＣやＤと回答した生徒が楽しく学校に来られるよう，工夫していく必要があります。
　設問４「すすんで挨拶をしている」では，９割以上の保護者が肯定的な回答をしており，挨拶
が家庭でもできていることがうかがえます。
　設問６「規則正しい生活と朝食」では，昨年度と比べ肯定的なポイントが増加しました。家庭
での生徒の見守りサポートが良好であると考えられます。しかし，スマホでのゲームやＳＮＳが
生活に深く入り込んでいる家庭もあります。よい成長につなげるために，使い方等を考えてい
ただきたいと思います。
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